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北
海
道
大
学
に
お
け
る
膨
大
な
学
術
標
本
と
各
種
資
試
料
の
収
集
・
整
理
・
活
用
を
目
的
と
し
た
然
る
べ
き
施
設
を
設
置
し
、
そ
の

運
営
を
検
討
す
る
こ
と
が
一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
全
体
の
再
整
備
計
画
等

の
諸
事
情
か
ら
そ
の
実
現
が
先
送
り
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
増
加
す
る
一
方
の
貴
重
な
学
術
標
本
の
有
効
活
用
の
要
請
が
学
内
か
ら

高
ま
り
、
一
方
で
は
そ
れ
ら
学
術
標
本
の
紹
介
や
利
用
希
望
が
増
加
し
て
き
た
背
景
も
手
伝
っ
て
、
総
合
博
物
館
設
置
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
き
た
。

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
に
北
海
道
大
学
学
術
資
料
館
（
仮
称
）
設
置
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
で
施
設
計
画
資
料
館
専
門

委
員
会
に
よ
り
「
学
術
資
料
館
に
関
す
る
答
申
書
」（
一
九
八
八
年
十
二
月
作
成
）
が
説
明
さ
れ
、
こ
れ
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
学
術
資

料
館
（
建
物
）
と
し
て
全
学
的
同
意
の
も
と
に
理
学
部
本
館
を
移
転
・
改
修
し
て
使
用
す
る
こ
と
」
が
再
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
大
学
院
重
点
化
計
画
が
先
行
し
た
事
情
に
よ
り
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
ま
で
学
術
資
料
館
（
仮
称
）
設
置
検
討
委
員

会
は
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。
理
学
部
で
は
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
五
月
末
を
締
め
切
り
と
し
て
「
大
学
院
の
改
革
整
備
の
あ
り
方

に
関
す
る
調
査
」
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
大
学
全
体
の
基
本
的
視
点
が
グ
ラ
ジ
ュ
エ
イ
ト
・
リ
サ
ー

チ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
型
の
大
学
を
実
現
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
た
。
こ
の
大
学
院
重
点
化
の
検
討
過
程
で
、
教
養
部
を
改
組
し
て
学

部
一
貫
の
基
礎
教
育
重
視
型
の
学
部
教
育
シ
ス
テ
ム
の
検
討
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
度
以
降
は
、
大
学

院
重
点
化
構
想
が
全
学
的
に
次
々
と
実
現
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
六
月
に
、「
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
設
置
に
つ
い
て
」
と
称
す
る
「
中
間
報
告
」
が
学
術

審
議
会
学
術
情
報
資
料
分
科
会
、
学
術
資
料
部
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
同
年
北
海
道
大
学
総
長
に
就
任
し
た
丹
保
憲
仁
工
学
部
教
授
は
、

二
一
世
紀
の
第
一
年
目
（
二
〇
〇
一
年
）
に
創
基
一
二
五
周
年
を
迎
え
る
時
期
に
合
わ
せ
て
「
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
北

海
道
大
学
総
合
博
物
館
）」
を
設
立
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
計
画
を
発
足
さ
せ
、
学
術
標
本
と
資
料
の
調
査
・
保
存
の
た
め
の
準
備

を
始
め
る
と
し
た
。
ま
た
、
総
合
博
物
館
設
立
に
向
け
た
先
行
企
画
と
し
て
、「
北
海
道
大
学
学
術
資
料
展
示
（
第
Ⅰ
期
）
―
地
球
惑
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星
科
学
分
野
―
」
を
一
般
公
開
し
た
（
一
九
九
八
年
）。

北
海
道
大
学
の
敷
地
は
、
サ
ケ
や
マ
ス
が
遡
上
し
た
清
冽
な
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ

川
の
ほ
と
り
に
先
史
時
代
の
集
落
が
存
在
し
た
歴
史
層
の
上
部
に
あ
る
。
歴
史
の

殿
堂
と
し
て
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
北
海
道
大
学
総
合
博
物

館
）
を
意
義
の
あ
る
一
二
五
周
年
ま
で
に
設
立
す
る
こ
と
は
、
開
学
以
来
の
全
学

的
な
願
望
で
も
あ
っ
た
。

国
内
的
に
は
、
前
述
の
学
術
会
議
の
答
申
を
受
け
て
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博

物
館
（
一
九
九
六
年
）、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
（
一
九
九
七
年
）、
東
北
大
学
総

合
学
術
博
物
館
（
一
九
九
八
年
）
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
、
一
九
九
九
（
平
成
一

一
）
年
四
月
に
念
願
の
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
の
設
置
が
実
現
に
至
っ
た
（
写

真
１
）。
総
合
博
物
館
の
構
成
は
、
運
営
委
員
会
の
下
に
、
専
門
委
員
会
お
よ
び

研
究
部
、
資
料
部
、
事
務
部
が
配
置
さ
れ
、
事
務
部
に
つ
い
て
は
責
任
部
局
と
し

て
理
学
部
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
初
代
館
長
に
は
、
小
泉
格
教
授
（
理
学

研
究
科
地
球
惑
星
科
学
専
攻
、
併
任
）
が
就
任
し
、
研
究
部
に
は
、（
ａ
）
資
料

基
礎
研
究
系
（
教
授
、
助
教
授
、
助
手
各
一
名
）、（
ｂ
）
資
料
開
発
研
究
系
（
教

授
、
助
教
授
各
一
名
）、（
ｃ
）
博
物
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
系
（
助
教
授
、
助
手

各
一
名
）
計
七
名
（
学
内
流
用
五
名
、
純
増
二
名
）
か
ら
な
る
専
任
教
官
が
配
置

さ
れ
た
。
ま
た
、
事
務
部
は
専
任
の
事
務
官
（
二
名
）、
研
究
支
援
・
展
示
説
明

員
（
二
名
）
等
を
併
せ
て
七
名
か
ら
な
り
、
資
料
部
は
館
外
の
相
当
数
の
適
任
者

写真１ 改修後総合博物館建物として活用される理学部本館
（１９９９年撮影）
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が
適
宜
推
薦
・
選
考
さ
れ
て
そ
の
任
に
あ
た
る
（
兼
任
等
）
こ
と
に
な
っ
た
。

本
総
合
博
物
館
設
立
後
の
主
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
総
合
博
物
館
主
催
或
い
は
共
催
な
ど
に
よ
る
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
土
曜
市

民
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
誌
発
刊
、
海
外
（
特
に
北
方
圏
）
の
各
博
物
館
と
の
協
定
書
締
結
、
博
物
館
標
本
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
作
成
、
国
内
外
に
お
け
る
博
物
館
教
官
独
自
の
調
査
・
標
本
収
集
活
動
、
創
基
一
二
五
周
年
企
画
展
示
お
よ
び
そ
の
他
の
特
別

企
画
展
示
の
準
備
作
業
の
ほ
か
、
全
学
教
育
科
目
講
義
の
担
当
や
学
芸
員
実
習
受
け
入
れ
な
ど
の
博
物
館
主
導
の
教
育
活
動
が
挙
げ
ら

れ
る
。

総
合
博
物
館
に
お
け
る
今
後
の
活
動
は
、（
一
）
学
術
標
本
の
調
査
、
収
集
、
整
理
、
分
析
、
保
存
、（
二
）
学
術
標
本
に
関
す
る
情

報
提
供
、（
三
）
学
術
標
本
の
公
開
・
展
示
、
研
究
成
果
の
公
表
、（
四
）
独
自
の
実
証
的
教
育
・
研
究
、（
五
）
地
域
社
会
へ
の
貢
献

を
意
識
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
総
合
博
物
館
は
、（
一
）
大
学
改
革
の
推
進
（
イ
ン
タ
ー
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー
の
核
、

総
合
的
研
究
・
教
育
の
企
画
・
推
進
・
実
施
の
場
、
実
践
的
な
体
験
教
育
の
実
施
の
場
）、（
二
）
先
導
的
・
先
端
的
学
術
研
究
の
基
盤

整
備
（
新
た
な
研
究
体
制
の
提
案
と
整
備
の
場
、
国
際
学
術
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
）
、
（
三
）
自
然
・
文
化
の
保
存
・
伝
承
（
新
た
な
「
博

物
館
学
」の
確
立
・
構
築
、
北
方
圏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
性
指
摘
と
企
画
・
立
案
）、（
四
）開
か
れ
た
大
学
の
実
現（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進
、
体
験
学
習
セ
ン
タ
ー
）
を
目
標
に
、
エ
コ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
目
指
し
て
い
る
。

（
執
筆

小
泉
格
・
松
枝
大
治
）
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年

表

一
九
六
六
（
昭
４１
）

６
・

施
設
計
画
委
員
会
に
「
資
料
計
画
専
門
委
員
会
」
設
置

一
九
七
二
（
昭
４７
）

４
・

「
北
海
道
大
学
資
料
館
設
置
計
画
答
申
書
」
で
資
料
館
構
想

を
提
示

５
・

施
設
計
画
委
員
会
に
「
資
料
館
専
門
委
員
会
」
設
置

一
九
八
八
（
昭
６３
）

１２
・

「
学
術
資
料
館
設
置
に
関
す
る
答
申
書
」
を
学
長
に
提
出

一
九
八
九
（
昭
６４
、
平
１
）

３
・

部
局
長
会
議
で
同
答
申
書
を
検
討
・
承
認
し
、
基
本
方
針
を

検
討
す
る
委
員
会
の
設
置
を
決
定

５
・

「
北
海
道
大
学
学
術
資
料
館
（
仮
称
）
設
置
検
討
委
員
会
」

設
置

７
・

第
一
回
学
術
資
料
館
（
仮
称
）
設
置
検
討
委
員
会
開
催
（
委

員
長
に
理
学
部
長
を
選
出
、
専
門
委
員
会
の
設
置
）

一
九
九
六
（
平
８
）

１０
・

第
二
回
学
術
資
料
館
（
仮
称
）
設
置
検
討
委
員
会
を
開
催

専
門
委
員
会
の
名
称
（
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

決
定
、
目
的
・
委
員
構
成
の
了
承

一
九
九
七
（
平
９
）

３
・

第
三
回
学
術
資
料
館
（
仮
称
）
設
置
検
討
委
員
会
を
開
催

「
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
（
仮
称
）
設
置
計
画
書
（
案
）」

を
了
承

６
・

第
四
回
学
術
資
料
館
（
仮
称
）
設
置
検
討
委
員
会
を
開
催

「
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
概
算
要
求
資
料
（
案
）」
と
一
九

九
八
年
度
概
算
要
求
を
了
承

１０
・

第
五
回
学
術
資
料
館
（
仮
称
）
設
置
検
討
委
員
会
を
開
催

本
学
創
基
一
二
五
周
年
（
二
〇
〇
一
年
）
記
念
事
業
と
し
て
、

本
学
総
合
博
物
館
で
の
特
別
展
示
実
施
を
了
承

一
九
九
八
（
平
１０
）

１１
・
２４

先
行
企
画
と
し
て
「
北
海
道
大
学
学
術
資
料
展
示
（
第
Ⅰ
期
）

―
地
球
惑
星
科
学
分
野
―
」
を
一
般
公
開

一
九
九
九
（
平
１１
）

４
・
１

概
算
要
求
に
よ
り
「
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
」
設
置

４
・

理
学
部
本
館
南
棟
の
第
一
期
改
修
工
事
開
始

創
基
一
二
五
周
年
企
画
展
示
専
門
委
員
会
発
足

二
〇
〇
〇
（
平
１２
）

３
・

第
一
期
改
修
工
事
終
了

二
〇
〇
一
（
平
１３
）

９
・
２７

北
海
道
大
学
創
基
一
二
五
周
年
記
念
企
画
展
示
一
般
公
開
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